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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
第一にアジア日系企業の女子労働研究においては女子熟練労働者の存在形態に関する実証的研究
はほとんど空白に近い状況である。本研究の最大の特徴は日本の代表的な電機メーカーを分析対象と
し、5年間（2008～2012年、計 4回）にわたる現地企業での詳細な調査に基づいて、現地経営の展開
過程に凝集される女子労働の変化の在り方を実証的に明らかにしたことである。成功事例の意義を浮
き彫りにするために、同一産業における一般的な類型との比較分析も射程に入れている。このことは
本論文の説得力を高めており、資料的な価値という面でも高く評価できる。 
第二に先行研究の批判的な検討を踏まえて、独自な方法論を構築したことが評価される。すなわち、
アジアの女子労働者の多くが不熟練労働の担い手でありながら、不安定雇用かつ低賃金を強いられた
という問題に分析の焦点をあてた「縁辺的労働」論の流れ、また「縁辺的労働」が存続し得た根拠を、
性差別を容認する社会システムの在り方に求める「ジェンダー」論の枠組みを批判的に摂取しつつ、
熟練と不熟練、正規雇用と非正規、女子と男子といったところに実体化された「階層構造」を多面的
に分析する視角を析出した。つぎに男子本工労働者を分析対象とする「日本的雇用システム」論と「熟
練」理論の枠組みを吸収しつつ、そこから女子熟練労働者の分析用具として適用できる方法を整理し
た。以上の作業を通じて、熟練形成と雇用システムと階層構造の諸相および三者の相互規定的な関係
を統一的に把握する分析枠組みの構築を試みた。 
第三に新しい事実の発見およびそれに基づくユニークな論点が導かれている。例えば、多能工化に
依拠する高度な作業方式の定着と「日本的雇用システム」の適用との関連付けの構造が明らかにされ
ている。具体的には PCE社の事例をあげると、同社は進出した当初、女子単能工による組立作業をベ
ースに、ローエンド製品の量産体制を維持していくことを現地経営の基本方針としていた。高学歴者
（技術専門学校卒）の離職率上昇が方針転換を迫る契機であった。高度の専門知識をもつ女子労働者
の定着性を上げるために、ハイエンド製品の生産と多能工化を推進し、作業職から管理職への昇進を
可能とする昇進システムと長期雇用制度を続々と導入した。労働者と管理者とが階層的に分断される
なか、階層間の壁を取り除くことは大きな変革であり、労働者の定着とモラルアップを確保しえる重
要な根拠であった。他方、本工・出稼労働者間の分断的な階層構造は本工労働者の雇用システムを支
える側面をもつが、階層関係の緊張ひいてはシステムの不安定性をもたらす要因でもあることが示唆
されている。 
もちろん、一部の分析の不十分さ、事例研究固有の限界もいくつか存在している。しかし全体とし
て判断すれば、本論文は、論理構成の的確さ、問題意識の明確さ、論点のユニークさ、実証的データ・
資料の豊富さにおいて、優れた論文であると評価できる。審査委員は、濱田英次氏に対して博士（創
造都市）の学位を授与するに値するとの結論を得た。 
 
